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基調講演
「学生FD活動に期待すること
－さらなる輝きのための『仕掛け』創り－」
服部 憲児 氏
（京都大学 大学院教育学研究科）
私と学生FD
　皆さん、こんにちは。初めましての方のほう
が多いと思います。京都大学の服部と申します。
今日は「学生FD活動に期待すること －さらな
る輝きのための『仕掛け』創り－」という タ
イトルで、1時間弱ぐらいお話をさせていただ
きたいと思っています。よろしくお願いします。
　最初に自己紹介をさせていただきたいと思い
ます。先ほど御紹介いただいたように、京都大
学の教育学部といったほうが分かりやすいと思
いますが、そちらで教えておりますし、研究も
しています。専門は教育行政学や教育政策学と
いわれる領域で、すごく堅苦しいかなと思いま
す。主要な業績としては、もともとはフランス
の大学評価のことな どを研究していましたが、
最近ではどちらかというと、専門領域で、教科
書を編集する作業を主にしています。研究とし
ては、ちょっと分かりにくいかもしれないです
が、数字で測れない教育の成果を測ることに、
野望を持って取り組んでいます。なんでもかん
でも数字で、数字で、といわれるので、嫌に
なってきて、数字以外のところを測ってやろう
というわけです。子どもたちの目の輝きはいっ
たいどのように測れるのだろうかなど、そんな
ことを将来的にはできたらと思っています。
　それで、先ほどちらっとご紹介いただきまし
たが、「京大は学生FDをやっていないではない
か。」「なぜ、おまえがここにいるのか？」と、
思っている方がいらっしゃると思うので、その
あたりの経緯を少し説明させていただきたいと
思います。
　昔から知っている方、再会のあいさつを交わ
した方はご存じかと思いますが、かつて学生
FDをやっていました。先ほど「パンキョー改
革」とご紹介いただきました。「革命」と一応
称していましたが、実際は「改革」ぐらいだっ
たかもしれません。前任校の大阪大学でやって
いました。当時、たいへん燃えていました。現
状を打破してやると。それから意識改革をして
やると。これは、学生・教員・職員すべて意識
改革をしてやるということで、当時、血気盛ん
な学生たちと一緒に頑張っていました。
　そして、学生FDサミットに縁があってお邪
魔するようになって、木野先生、梅村先生、川
上先生、橋本先生等々、たくさんの先生方、そ
れからそこの学生さんたちと知り合うことがで
きて、頑張ってきました。
どんな学生FDをやってきたか
　いろいろなことをやりました。学生・教職員
懇談会は「パンキョー革命」と称してやってい
ました。いわゆるしゃべり場ですね。おそらく
皆さんも明日、取り組まれると思います。
　それから「提議書」というのを出しました。
これは、しゃべり場で出てきた話を、ワーッと
しゃべって終わりということにしてしまわない
ように、それをまとめて提案書、改革提議のよ
うなものを作りました。これは結構効果はあっ
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たのかなと思っています。
　あと、「ひとこといちば」は、主に先生を
引っ張り出してきて、先生のお話を聞いて、そ
のあと質疑応答をする。双方向型の、授業では
ないですが、ミニ講義のような取り組みをやり
ました。
　次に、「しゃべってみない会」はプレゼンイ
ベントで、しゃべることを鍛えるイベントです。
時間を決めてプレゼンをするというものです。
「キャンパスライフ・デザイン」は新入生ガイ
ダンスですが、既に当時、岡山大学さんなんか
大々的にやってらっしゃいました。岡山大学さ
んが来てらっしゃいますが、ちょっと違うこと
をやろうということで、ノウハウ系、手続き系、
困ったときどうするか、などは一切やらずに、
「大学で何を学ぶか」のようなちょっと堅苦し
いことをやりました。規模は大きくなかったで
すが、そういう考えさせるイベントをやりまし
た。
　「キャリア・ケーススタディ」は就活イベン
トですが、これもやはり、就活のノウハウや作
法などというのは一切なしで、「働くとはどう
いうことか」のような結構深いところを追求し
ようとしたイベントです。阪大生らしいといえ
ば阪大生らしいかもしれません。
　ただ、ちょっと楽しいこともやりまして、先
ほどご紹介があったワニ博士着ぐるみ作成がこ
ちらです。こちらがワニ助手です。いまは助教
というのかな。こういう着ぐるみをつくったり
もしました。
　ちょっと見てみましょう。いま紹介したよう
なことについて、いくつか昔の写真を引っ張り
出してきました。こちらが学生・教職員懇談会、
いわゆるしゃべり場です。こちらが、それをま
とめた「提議書」で、実物を持ってくればよ
かったなと思いましたが、こういう冊子を何冊
か出しました。それから、これが「ひとことい
ちば」で、先生がいて、学生とやりとりをする。
お昼休みを利用して、ミニ講義を聞いていろい
ろ意見の交換をするといったイベントです。こ
れは服装からして冬なので、扉を閉めています
が、開けることができて、夏なんかは全開にし
て、誰でも自由に出入りできる形でやっていま
した。
　そして、これがワニ博士です。こういう輝か
しい着ぐるみをつくりました。結構なお値段が
しました。これは、当時の鷲田総長にお披露目
をしているところです。この手前のほうで写真
を撮っているのが、追手門の当時の学生さんた
ちです。なぜかやって来ていました。
　きょうは若干余裕があると思うので、これを
作った時の裏話を少ししましょう。もちろんパ
ンキョー革命などをやっていたので、大学を活
気づけるために広報的なことをやりたいという
ことで、着ぐるみをつくりたいという提案が出
ました。それを「提議書」の中にも入れました
が、そこからが大変でした。1年以上かかった
でしょうか。企画書をつくっても、やはりなか
なか簡単にOKは出ないですよね。かなりお金
がかかる話ですから。
　その時に、阪大は国立大学なので、法人化さ
れたとはいえ国立の時の感覚がまだ若干残って
いたので、ちょっと策を練りました。公務員と
いえば前例だろうということで、前例があれば
話は進むのではないか。あとは、ちゃんと効果
があるとか、どういうことが期待されるかとい
うのをきちんと説明できればいいのではないか
ということで、学生にちょっと入れ知恵をして、
側面から支援しながらやったら、やはりOKが
出ました。
　OKが出たら、職員さんというのはすごく心
強い味方です。言うことを聞いてくれないとき
は、本当に腹が立つと思いますが、味方になっ
てくれたら、これぐらい心強い人たちはいな
いんですよ。「じゃあ先生、やりましょう」と
なったら、懐疑的な方々を説得するのに協力し
てくれましたし、ワニ博士のことについて本に
書く時にも、「先生、任せてください。私が全
部必要なところで許可を取りますから」みたい
に、相当に協力してくれました。そういう意味
99
学生FDサミット2018春（法政大学　第１１回ＦＤフォーラム共催）
では、相手の特性を知って、それで対応するこ
とで味方に付けると、非常に強力なメンバーに
なるということを実感しました。
学生FDに関する文献
　学生FD関係の本も少し書かせていただいて
います。きょうは主要なものだけご用意しまし
た。今日そちらにいらっしゃっている、学生
FDの父、木野茂先生がつくられた『大学を変
える、学生が変える』。これを私は通称「学生
FD教典」と呼んでいますが、学生FDの最初の、
萌芽期のころに出された取り組みです。これを
ご覧になったことがある人はどれぐらいいます
か。結構いらっしゃいますね。ありがとうござ
います。若干、手が上がっている人の年齢層が
高いような気もしないでもないですけれども、
これをまだ見たことがない方は、ぜひ一度ご覧
になっていただければと思います。歴史が好き
な人は、最初のころはどんなことをやっていた
のか、どういう思いで立ち上がったのかという
ようなことも書かれているので、ぜひご覧くだ
さい。私はその中でパンキョー革命、先ほどか
ら紹介いただいているような取り組みについて
書かせていただいています。先ほど紹介した活
動についても、おおむね入っています。
　それから二つ目です。今日も来られている 
橋本先生です。学生FDのドンですね。橋本先
生、それから清水先生の『学生と楽しむ大学教
育』にも書かせていただきました。これは「ワ
ニ博士本」と私は勝手に呼んでいます。なぜか。
ちょっと見にくいかもしれませんが、ここです。
これは私が書いた章ですが、ワニ博士と私の対
談形式で書きました。これがワニ博士で、ワニ
助手もいます。当時、受講生さんに私の人形を
作ってほしいと頼んでできたのがこれで、髪の
毛がスポンと外れる仕掛けになっています。実
際はカツラではありませんので、安心してくだ
さい。
　それはいいとして、そこで対談形式で書きま
した。これはかなり勇気が要ったというか、こ
ういう楽しいことは好きですが、あとで残るわ
けですし、見られるわけだし、もちろん京大で
はこんなのは見せられないですけれども、あえ
てちょっとふざけた形で書きました。でも、内
容自体は真面目に書いたつもりです。なぜ、わ
ざとそうしたかというと、学生FDをやってい
る学生さんに読んでほしくて、すっと読めるよ
うに書いたのです。そうしたら反響がまったく
なくて、思い切りもくろみが外れて、たぶん誰
にも読んでもらっていないのではないかという
気がしています。
　学生さん限定にしましょうか。学生さんの中
で、このワニ博士と私の対談の章を読んだこと
がある人は、どのぐらいいますか。学生では
ない人も上げてくれていますが、若干、3名ほ
ど……。という状態なので、もしよかったら、
ちょっと内容がもう古くなってしまっているか
もしれませんけれども、これもぜひ一度読んで
いただければ幸いです。
　それから次ですね。これは論文として書かせ
ていただきました。これは学生FDとは直接関
係ないですが、「新入生の授業選択の情報源に
関する研究」で、通称「クロバス」論文です。
「クロバス」とはそもそも何かというと、阪
大でやっている、いわゆる鬼仏表です。「この
先生の単位、楽勝」「この先生の単位、やばい、
落ちる」という鬼仏表です。これはだいたいど
この大学でもあると思いますが、阪大の場合は
それが冊子になっていて、500円で販売されて
います。多くの学生が買っていますが、先生の
評価、先生に対するコメントがかなりおもしろ
いので、教員も結構買ったりしています。私も
毎年買っていました。シラバスに対して、裏の
「クロバス」という名前が付いていたというも
のです。
　「クロバス」で、単位の取りやすさという観
点からA・B・C・D・Eの評価がされています。
そのデータに、教務から、これも事務と仲よく
なって、そういうのを融通してもらえるよう
になっていて、「研究のためなら」ということ
100
法政大学教育研究第九号
で、各授業の受講者数のデータをいただき、ク
ロバスの評価と教務にもらった授業の受講者数
データとを手作業でつないで、その結果を出し
たというものです。もう就職していますが、当
時、経済学部の女子学生にバイトで手伝っても
らいました。すごく真面目なおとなしい子で、
黙々とやっていて、ちょっと声を掛けて「どん 
な感じだ？」と言ったら、「きっと先生、これ、
いい感じですよ」と。「そう、じゃあちょっと
グラフつくってもらえる？」と言ったら、「分 
かりました」と言って、できたグラフがこれで 
す。
　ちょっと説明すると、A評価は要するに「超
楽勝」、Bは「楽勝」、Cは「ちょっと厳しい」、
D・Eは「鬼」という形です。これは、クラス
規模が大きいとどうしても下がりますが、わ
りと少人数で、100人以下、50人以下だとA評
価の授業はグーンと増えてしまいます。A評価 
なんか、もらった次の年はもう5割増しぐらい
になってしまいます。B評価でもこういう形で、
減り具合も、やはりD・E評価を受けたらガク
ンと減ってしまうということです。D・E評価
をもらってしまうと、200人以上の規模だと半
減ですよね。これは、あまりにもきれいすぎて、
捏造ではないかと疑われるぐらい、非常にきれ
いなデータが出ました。
　この論文について、Facebookの記事だった
か、ブログだったか忘れましたが、ネットで見
たのですけど、あるどこかの大学の学生さんが
勉強会をしていました。「東大の中原先生の論
文、京大の溝上先生の論文、阪大の服部先生の
論文」と書いてある。
　「えっ！ なんだろう」と思ったら、この論文
が、中原先生と、それから溝上先生の真面目な
論文の中に加えられていて、やはり下手なこと
を書くものではないなあという気はちょっとし
ました。ただ、これもある意味学生の特性をつ
かむという面では、非常におもしろい研究をし
たかなと思っています。
うまくいかなかった学生FD
　さて実際に学生FDをやってみて、現状は打
破できませんでした。まったくとは言いません
が意識改革はやはりできませんでした。これ
もまったくとは言いません。けれども、パン
キョー革命の戦士たちが描いていた理想のとこ
ろまでは行かなかったというのが実際のところ
かなと思っています。ちょっとしょぼんとした
感じですね。
　当時は一生懸命、学生たちと汗にまみれて、
土にまみれて、血まみれにはなっていないです
が、頑張ってはいました。その時は振り返る暇
もそんなになかったのですが、少し落ち着いて
見てみると、そして分かったことは、「われわ 
れは少数派だった」ということです。こういう 
ことを言うと不快に思われるかもしれませんが、
現実だと思うんですよね。
　私は領域が教育行政や教育政策だから、現実
をちゃんと見ないといけない領域なので、そう
してみるとやはりそうだったと。こういうとこ
ろに来ると同志がいるので、すごく力が出ます
が、では、帰ってみたときにどうかといったら、
なかなか振り向いてくれない学生さん・教員・
職員は少なからずいますよね。学生さんなんか
は、振り向いてくれない人のほうが、もしかし
たら多かったりするぐらいかもしれませんよね。
かなり私たちも声を掛けましたが、やはりなか
なか広がりませんでした。
　さらにさらに振り返ってみるとどうかという
と、当時どうしていたかなとちょっと考えてみ
たら、やはり正面突破ばかり考えていたのかな
と思います。仲間をとにかく増やそうと頑張り
ました。自分たちのやっていることを理解して
協力してくれる人、100％ではなくても、50％
でも30％でもいいから協力してくれる人をとに
かく増やそうと、最初に紹介したようないろい
ろなイベントをやりました。こういうのだった
ら食い付いてくれる人がいるのではないかとか、
こういうのだったら別の人材を発掘できるので
はないかということで、一生懸命、仲間を増や
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そうと努力しました。そこで接点ができた人た
ちを、学生FD懇談会、しゃべり場のようなと
ころに来ないかという形で、一生懸命やってい
ました。
　もちろんそれは学生だけではなく、先生たち、
それから職員さんたちにも同じように働き掛け
をしました。私も木野先生の授業実践を読ませ
ていただいて、そこからヒントを得て、大学の 
授業を変えるという1年生向けのゼミなんかも
やってみましたが、やはりなかなかうまくはい
かなかったというのが実際のところでした。
「仕掛学」の発見
　今はもう学生FDはやっていないし、おそら
くやることもないだろうとは思いますが、もし、
今やるとしたら、どのようにやるかなと考えて
みました。どうするでしょうね。
　そう、今は「仕掛学」というものに注目して
います。聞いたことがある人はいますか。この
本を読んだことがあるという人はいますか？意
外と少ないですね。そうか、Facebookなどの
内輪のコミュニティだと『仕掛学』の本がすご
くヒットしているように思えるけど、やはりあ
まり一般的ではないですね。じゃあよかった。
知っている人がほとんどだったら、何のために
今日私が話をするのかよく分からないところで
した。この「仕掛学」というのは、仕掛けをど
うするかを考えていくわけです。仕掛けとは何
かというと、ついやりたくなるもの、つい引き
込まれてしまうものです。要するに、無理やり
行動を変えさせるのではなく、つい行動を変え
たくなるように仕向けてしまおうということで
す。ですから、たとえば「これやったら、これ
あげるよ」や「これやらなかったら、こうする
ぞ」などというのは違うのです。それは無理や
り行動を変えようとしているわけです。そうで
はなくて、そういうのをせずに、自然とそうさ
せてしまう、どうやればそうなるかということ
ですね。
　だから、たとえば先ほど言った、何かしても
らおう、何かやめさせようとすると、まずはア
メかムチでだいたい考えますよね。それはある
意味、正攻法ですよね。「良いことしたら ご褒
美あげるよ。悪いことしたら罰があるよ」 とい
うのは正攻法です。それではうまくいかな い
ことってたくさんありますよね。実際、皆さ 
んもいろいろ各大学で活動していて、そういう 
ことを実感されていると思います。そうではな 
いやり方を考えていこうというものなのです。
　「仕掛学」を提唱しているのは、大阪大学経
済学部の松村真宏（なおひろ）先生です。もち
ろん、よく存じ上げている方です。松村先生、
ちなみに、今日が誕生日です。今日来る時にス
マホを見ていたら、「今日は松村真宏先生の誕
生日です」というお知らせがありました。
　では、仕掛けについて少し説明させていただ
きます。もちろん『仕掛学』の本の中に書いて
あることです。仕掛けについて文章で書いてあ
ります。ただ、これは一般の人向けに書いてあ
るので、非常に分かりやすいです。たぶん1時
間もあれば、集中して読めてしまう。内容的に
もおもしろいので、お薦めです。
　それでも文字が嫌いという人は、『人を動か
す「仕掛け」』をどうぞ。これは漫画で描かれ
ていますので、文字が苦手だという方は、こち
らがお薦めです。
　これも実は少し仕掛けがあって、ちょっと見
えにくいですが、「【警告】カバーを外すべか
らず」と書いてあります。外すなと言われる
と、なんか外したくなるのが人間のさがですよ
ね。それが一つ、仕掛けなんですよね。「外す
な」と言われたら、なんかやりたくなるという
心理を突いています。これは、カリギュラ効果
といって、ちゃんとした学問的な裏打ちがあり
ます。そうやって開けさせるということですよ
ね。「開けてください」と言うと開けないかも
しれないが、「開けるな」と書いてあると、「何
があるんだろう？」と、ついつい見てしまうと
いうものです。
　それで、この『仕掛学』の本の中に、仕掛け
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の3要素というのが書いてあります。仕掛けで
は、公平性がまず第１に重視されます。誰も不
利益を被らないということです。これは重要で
すよね。なにか新しいことをしようと思ったと
きに、だいたいうまくいかないのは、それをや
ることによって不利益を被る人が出てきて、も
のすごい反対が出るからですよね。全体として
はやったほうが絶対良いはずだけれども、それ
をやると一部の人がすごく損をすると。ある意
味、既得権益がなくなってしまう場合もあるで
しょう。そのとき、その人たちは猛烈に反対し
ますよね。そうすると、やはりうまくいかない
ということです。だから、誰も不利益を被らな
い、完全なwin-win gameになることが仕掛け
の要素。だから、それができないものは仕掛け
とはいわない。
　それから第２に誘引性です。行動がいざなわ
れること。先ほどから言っていますが、自然と
そうなってしまうということ。だから、アメや
ムチなど、直接の因果関係があるようなことを
やるのは、仕掛けとはいわないということです。
「これやったら、これあげる」や「これやらな
かったら、これするぞ」などというのは違うと
いうことです。
　それから第３に目的の二重性。仕掛ける側と
仕掛けられる側の目的が異なること。これは
ちょっと分かりにくいかもしれないですが、要
するに、仕掛ける側と、仕掛けられる側（それ
に誘われて行動してしまう側）は、目的・思惑
が違うんですよ。考えていることが違うものの、
結果としてやることは同じになってしまう、同
じ目的を達成してしまうということです。
　それで、不快感を与えるようなのは「悪い仕
掛け」。良い仕掛けとは言わないということで
す。これが基本です。
　要するに、行動の選択肢を増やすと。だから、
この仕掛けで勘違いしてもらったら困るのは、
100％うまくいくわけではないということです。
何割かの人の行動を変えさせる。それでも十分
だというぐらいの発想なんですね。行動の選択
肢を増やして、上手に誘導して、結果的に問題
を解決することを目指す新発想の学問分野にな
ります。
　ということで、公平性、誘引性、目的の二重
性が備わっていて、不快感を与えないものが仕
掛けだということになるわけです。
　では、仕掛けの例をちょっと紹介したいと
思います。これは学生FDうんぬんではなくて、
純粋に「仕掛け」の例です。
　たとえば、街中でこういうのを見かけたこと
がありませんか。クスクス笑っている男性陣が
いますけれども。実際にここに神様が宿ってい
るわけではないですが、鳥居のマークが、特に
物陰なんかにありますよね。これは、ごみを捨
てさせないとか、男性陣だと、お酒を飲んで
ちょっと催したときにコッソリ……、というこ
とができないようにするためなんです。これが
あると、罰（ばち）が当たるのではないかと
思って、悪いことがしにくいですよね。ごみ
でも捨ててやろうと思ったときに、「あ、ここ、
ちょっとやばいかな」という感じでやめてしま
うということですね。これは仕掛けの代表例で
す。つまり強制的に「ごみ捨てるな！」とか
「～するな！」というわけではなくて、これを
置いているだけなんです。だけど、自然に「あ、
悪いことするのやめとこうかな」となってしま
うということですよね。
　それからこちらです。これはちょっと分かり
にくいかもしれません。これはエスカレーター
です。こちらは階段です。もともとはこんな
階段ではなく、普通の階段でしたが、ピアノ
の鍵盤のように階段を改造したんです。しか
も、実際に踏むと「ドレミファソラシド」の音
が、シャープも含めて出ます。そういう仕掛け
になっている。これは何をしたかというと、エ
スカレーターではなくて階段を使わせようとし
たわけです。最近だと京都だけかもしれません
が、地下鉄の階段など、これだけ歩くと何キロ
カロリー消費するよ、と書いてあったりもしま
すけど、そういうものの一種だと思ってくれた
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らいいと思います。階段を使わせようと、音が
鳴るようにした仕掛けです。
　まずもって、いままで普通の階段だったのが、
ピアノのような形になっているから、何だろう
と思って、恐る恐る使う人たちが出てくる。ど
うもこれは音が鳴るらしいと分かったら、この
ようになってしまうわけです。この画像でいう
と、エスカレーターを使っている人は2人ぐら
いで、この人はこちらに行こうとして、「えっ？
なんかこっち、音がしてる」というような状況
で、階段を使う人がすごく増えたという、これ
も一 つの仕掛けですよね。別に「階段を上れ」
「階段を使いましょう」などと言っているわけ
でもなくて、ただ階段をピアノにすると、自然
にみんながそちらのほうに向かうようになると
いうのが、二つ目の例です。
　三つ目は、ちょっと動画でないと分かりにく
いですが、これはごみ箱です。ごみ箱をこの人
はのぞいています。なぜこの人はごみ箱をのぞ
いているのでしょう？ 勘のいい人は分かるか
もしれません。実は、ごみ箱にちょっと仕掛け
がしてあって、こみを捨てると、ヒューと落ち
ていく音が鳴るようになっています。そうする
と「えっ？」と思って、気になってのぞくわ
けです。もう1回やってみたいから、また別の
ごみをわざわざ拾って、持っていって入れる。
すると、またヒューといって落ちていく。そ
うすると、一気にその公園のごみが減ってし 
まったということです。これも「ごみはごみ箱 
に捨てましょう」などと言っているわけではな 
いし、ごみを捨てたら罰金いくらなどとやって 
いるわけではなくて、ただごみ箱に音が出るよ 
うにしただけです。入れたらヒューと落ちるよ 
うにしただけということで、それでごみの問題 
が一気に解決した。これが仕掛けの例になるわ 
けです。
　こういうのが、仕掛学が目指している「仕掛
け」になるわけです。先ほどの話でいうと、
「これ、使えるのではないか？」と、今思って
いるところです。
学生FD×仕掛学
　学生FD関係の応用例です。たとえば、先ほ
ど「ひとこといちば」というのは紹介したかと
思います。実はこれは、当時はまだ松村先生が
「仕掛け」という形でまとめてくれていなかっ
たのですが、仕掛けの要素はあったかなと思っ
ています。ちょっと学会なんかでも発表したこ
とがありますけど……。
　これは阪大の有名な先生方なんですが、学生
の前で話をしてもらって、その後やりとりをす
るというイベントですが、普段、必ずしも積極
的に双方向型をやっていたというわけではない
先生方です。この先生方の授業が悪いというわ
けではありません。むしろ話自体はおもしろい
から、この先生方に声を掛けて、来てもらった
わけですけど、それを双方向型でやりたいとい
うことで、一応趣旨を説明して、先生の専門の
話をしてほしいとお願いしました。先生の関心
のあることを話してほしいと。ただし、話は半
分にして、残りの半分はやりとりをしたいのだ
ということを説明して、じゃあ分かったという
ことになりました。
　それで、この先生方は特に理系の先生でした
が、「必ずしも理系の子が来るとは限りません。
文系も子も来ます」というようなことを言った
ことで、すごく工夫してくれました。スライド
のプレゼンテーションなども工夫してくれたり、
内容も専門的すぎず、つまらなすぎずという感
じで話をしてくださいました。
　これは、もともとの発想はどうかというと、 
先生方に「授業をよくしてください」「双方向
型にしてください」「学生とのやりとりをして
ください」と言っても、やったこともなかった
ら、やはりなかなかしにくいわけです。どうし
たらよいかがそもそも分からない。かといって、
じゃあfaculty developerの人たちがやっている
ようなのを受けにいくのもしんどいし、それを
やるぐらいだったら研究していたほうがいいや、
となってしまう。でも、実はそこにヒントがあ
るのではないかなということです。
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　つまり、正直いうと、大学生に教えたくて大
学の教員になった人は、たぶんほとんどいない
と思うんですよね、実際問題。研究したいから
大学院に行って、一生懸命研究して、もっと研
究したいから、じゃあ大学に残って研究しよう
か、あるいは研究職に就いて研究しようかとい
うことで。でも、その中でもちろん義務として
教えるという作業は出てくるわけですけれども、
それに楽しさを感じて、その良さを分かって、
授業を一生懸命やる先生ももちろん何人か出て
くるというのが実際のところだと思います。
　そこで、研究が好きなのだったら、研究のこ
とをしゃべってもらおう。そこを取っかかりに
しようと考えたわけです。だから、条件として
は、半分やりとりをしてくださいということだ
けお願いしました。これは正式な授業ではあり
ません。昼休みにイベントとしてやっているわ
けですから、先生も気が楽。別に、これを必ず
教えないといけないというのはない。比較的気
楽で、しかもわりと興味を持って来てくれる。
話を終わって、やりとりをしたら結構良い質問
が飛んでくるということで、かなり楽しんでく
ださった。
　皆さんも経験があると思いますが、ゼミの先
生でも授業の先生でも、自分の研究の話になっ 
たら止まらない人がいるでしょう。しゃべり出
して、「もういいから、分かったから」とか、
「そんなマニアなこと分かんないから、もうい
い」という人はいっぱいいると思います。そう
いう性質を逆に利用するのが、このイベントの
裏の仕掛けになるかな。当時はそういう言葉が
なかったので、なんとなくモヤモヤとそういう
ことを考えて、やっていたところはあります。
　そういう意味では、そのあと松村先生が「仕
掛け」という形でくくりをつくってくれたこと
で、非常に分かりやすくなりました（ただ、正
直なところ、研究者としてはちょっと悔しい。
先にうまいことまとめられたという悔しさはあ
ります）。これも逆転の発想ですよね。この先
生たちは別に決して研究だけしていたわけでは
ないし、教育に不熱心だったわけでもないです
が、研究ばかりしている先生がいるとして、そ
の先生に教育に興味を持ってもらうにはどうす
るかというときに、逆に研究を利用するという、
発想の転換です。
　それから、某先生のツイート。フォローして
いる人がいるかもしれません。これはまだ実現
していないですが、この講演の話をいただい
て、何か使えそうなネタがないかなと見た時
に、「スタバって文科省の補助金が入ってもお
かしくないくらいみんな勉強してるよな」。う
ん、確かに、スタバだけではなくタリーズでも
別にいいですが、一生懸命勉強している学生さ
んをよく見かけますよね。「教室や図書館で勉
強しないけど、コーヒーショップでなら勉強す
るんだったら、これはもしかしたら何かヒント
になるのかな？」というのでちょっと持ってき
ました。たぶん本人に許可を取ったら、顔出し
でも名前出しでも良いよと言ってくれそうな気
はしましたが、一応、顔と名前は消しています。
知っている人はいま すよね。元同僚だった方
も、目の前にいらっしゃいますけれども（笑）。
　それで、もう一つぐらい例を出したいなと思
いましたが、ちょっと思い付かなかったので、
あとはみんなで考えてくださいということにし
ます。
学生FDに取り組む皆さんへ
　ここで終わってしまうと、眉をひそめられ
る先生もいらっしゃるかと思うし、このまま
だと、2日間みんながもう必死で仕掛けのアイ
デアを考えて、それだけでFDサミットは終
わってしまいそうなことになりかねないので、
そこは避けたいと思って、皆さんにお話しし
たいことがあります。
　学生FDをやっていた時に、同志の先生方に
「あなたの話はおもしろいんだけど、行間の
読めない人にとっては分からないよ」とよく
言われていました。つまり、自分としてはす
ごく伝えているつもりですが、ついつい間接
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的に伝えようとする性質があるようで、はっ
きり言わないと分からないと言われることが
よくあります。ですので、はっきり言います。
　仕掛けは、もちろん一つの重要な、きょう
お伝えした主題ですが、一番私が言いたいの
は、先ほどのスライドでいうと、ここなんで
すね。「相手がいる」というところです。相手
はそのときによって変わります。もちろん学
生であることが多いでしょうが、教員であっ
たり、職員であったり、大学の上層部であっ
たり、場合によっては文科省の役人さんたち
であったり、すべての方が「相手」の対象に
なり得るわけですよね。
　要するに、皆さんいろいろな考えをやはり
持っているわけですよ。それが一概に良いと
いえるか、悪いといえるかは難しいところで
すよね。いろいろな考え方を持っている。教
育に対しても、交流に対してもそう。あるい
は選好があります。人と話すのが苦手な人だっ
ていますよね。「私は黙って聞いているほうが
分かりやすい。人と話すの苦手」という人だっ
ていますよね。そういう人たちに無理やりしゃ
べらせるのが本当に良いのかどうかは、また
ちょっと考えないといけないところだと思う
んですね。
　さらにいうと、その人たちがそういう考え
に至った、あるいはそういう選好を持つに至っ
たというのは、やはりいろいろな過去がある
わけですよね。いま置かれている立場も、も
ちろんあるでしょう。状況もあるでしょう。
　そのように考えたときに、相手がいること
はやはり尊重しないといけないし、自分たち
がこうしてほしいからといって、相手を操縦
するのではなくて、相手も気持ちよく動いて
もらう、進んで動いてもらうというところが
必要になる。その一つのやり方として仕掛け
というのがあるということです。言いたいの
は、仕掛けをやりましょう、ではなくて、そ
の前段階のところが重要だということです。
相手があることで、こちらが働き掛ける こと
で相手が不快になるのであれば、それはちょっ
と考えないといけない。相手も気持ちよく動
ける状況が作れると良いのではないかなと思
います。これはなかなか難しいことです。
　そういう意味でいうと、別の角度もあった
わけです。たとえば、勝ち負けになってしま
うと話が違ってきますが、スポーツでもいい
し、それから対戦型のゲームでもいいですが、
これは相手がある話ですよね。だから、勝ち
負けだけを追求してしまうとちょっと話が
違ってきますが、たとえば、スポーツで相手
に勝とうと思ったら、あるいは競技で1位を
取ろうと思ったら、やはりいろいろなことを
分析しますよね。特に相手がある話だと、相
手を分析しますよね。将棋でもそうですよね。
野球でもサッカーでもラグビーでもそうだろ
うし、ほかの競技でも一緒だと思います。相
手はこういう人だと。このようにしてくるだ
ろうと。ではどうしようかなと。こちらはじゃ
あそれに対してどのように出ようかなという
ように、要するに相手に合わせて調整するわ
けですよね。もちろん自分のスタイルはある
のだけれども、それだけでやったらなかなか
うまくいかなくて、やはり相手に合わせてそ
れを調整していくことが必要になってくるわ
けです。
　ちょっと学生FDに引き付けて言うと、もち
ろん自分たちの信念はずっと持っていただい
て結構だし、それが揺らいでいては駄目です
が、それを持ちつつも柔軟に、場合によって
は大所高所からいろいろ状況を見て、複眼的
に考えて、時として逆の発想なんかも取りつ
つ、いろいろなことを考えていくことが必要
なのではないかと思います。今回はそれを2
日間集中してできる機会になるかなと思いま
すので、そういうことを柔軟に、自由に考え
ていただける2日間になると良いかなと思って、
私からのメッセージにしたいと思います。こ
れで終わらせていただ きます。どうもご清聴
ありがとうございました。　　　　　（拍手）
